
平成 30 年 6 月 20 日 

平成 30年 6月 18 日の大阪北部地震の被害状況（速報） 

中央開発株式会社 関西支社 

 

１.地震発生日：平成 30 年 6 月 18 日 

 最大震度 6 弱 

M5.9(気象庁)，M6.1(日本気象協会) 

 震源：高槻市 北緯 34.8°東経 135.6° 

 

2.被害状況調査日，メンバー 

 平成 30 年 6 月 19 日 

 メンバー：中央開発株式会社 関西支社 

（杉原，下松，大胡田，矢野） 

                           気象庁 HP より 

3.調査の概要 

 ニュース報道，ネット情報等をもとに，高槻市，茨木市，枚方市，摂津市に被害状況を確認し

た。調査地点及び状況を平面図に整理し，写真を添付した。 

 

【調査結果の概要】 

・今回の調査範囲では，阪急電鉄茨木市駅北側に被災箇所が多く，規模の大きい建物被害が見ら

れた。 

・高槻市の国道 171 号線より南側（低地）は，茨木市駅北側ほどではないが，一部で，神社の灯

篭の落下，回転や瓦屋根の破損が確認された。 

・活断層周辺を確認する目的で，高槻市域の南北に伸びる数本の道路沿いを中心に調査を行った。

活断層の北側（丘陵地）については，一部，瓦屋根の落下・破損が確認されたが，確認した範

囲では被災箇所は少なかった。 

・崖崩れに対する避難勧告があった南平台（丘陵地）について，小規模な表層崩壊が見られたの

みであった。 

・南平台の屋根瓦の崩壊箇所は，屋根の角度が急な 1 件と古い家屋の数件であった。 

・同じくがけ崩れに対する避難勧告のあった枚方市香里園桜木町（丘陵地）は，大阪層群が露出

している崖があったが，崖崩れの兆候はなかった。家屋近傍に 1 個の落石が確認された。 

・枚方市香里園の煙突倒壊箇所を確認したが，かなり老朽化した煙突であった。 

・高槻市の東側(概ね国道 170 号線より東側)は，低地部においても，一部，瓦等の落下は見られ

たものの，被災している箇所は少ない。淀川堤防においても，大きな変状等は確認できなかっ

た。 

・摂津市正雀~吹田市岸辺（低地）では，河川沿いの家の塀が倒壊していた。2 箇所で水道管破損



個所を確認した。 

【総括】 

・調査メンバーは，兵庫県南部地震，熊本地震と比較すると，被災翌日にも関わらず平穏な日常

という印象を受けた。ただし，茨木市周辺のみは，通常の日中では考えられないほどの渋滞が

発生していた。 

・今回の地震規模が，上記 2 地震と比較してかなり小さいものであったこともあり，想像してい

たよりも被災箇所が少なく，規模も小さい印象があった。また，同条件でも被災している箇所

とそうでない箇所があり，被災している箇所は老朽化したものが多い。 

・都市圏活断層に記載されている活断層周辺及びその北側（山側）は，低地部と比較すると被災

箇所が少なかったようである。 

・高槻市~茨木市にかけての低地は，ニュース報道にもあった小学校のブロック壁の崩壊を始め，

家屋の屋根瓦の破損，落下，神社や寺の灯篭等の破損や回転が確認された。確認できた範囲で

は，茨木市駅付近の被災が目立つ。 

・高槻市の東側，南北性の国道 170 号線より東側は低地部においても被災箇所は少なかったよう

である。 

・被災の方向は，茨木市，摂津市，吹田市の低地部では，東から西に向かい被害を受けている箇

所が多かったように見受けられる。 

 

以上 
























